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○個々の児童が身に付けたスキルについて、校
校内職員や家庭でその成長を共有し、更なる一
般般化を図る必要がある。

○児童が関わり方のめあてを自己決定したこと、また、それが即時評価によって分かりやす
くくく評価されたことで、児童はより良い関わり方ができた自分に気付き、さらに振り返りの場
面を通して、より良い関わり方の理解を深め、定着させることができた。

〇児童同士の関わり合いを引き出す集団活動を通して、友達とのやりとりのよさを実感する
経経験の積み重ねができた。

自閉症・情緒障害特別支援学級における、より良い関わりを育む自立活動の指導

－友達との関わりのよさを実感できる集団活動の工夫－

・馬とび
・的当て
・サーキットリレー

・自由活動
（荷車、ターザン
ロープ他）

課 題

イラストを見て、めあてと
なる関わり方をマグネッ
トを使って自己決定。

今
、
「た
す
け
る
」

が
で
き
て
た
よ
。

す
ご
い
ね
！

馬とびや的当てなど二人組での
活動は、お互いの動きを補い合
う関わり合いが見られた。

ＴＴによる少人数での振り返りを行う
ことで、児童が友達との関わり合い
のよさについて十分に話し合うこと
ができた。

ぼくは、全部頑張るにした
けど、「たすける」のシール
をたくさんもらいました。

荷車でみんなを
引っ張ってくれたで
しょう。みんなうれ
しそうだったよ。

俺､今日

「たすける」を
がんばるよ。

実践２・題材名

私もうれしかった
な。

なかよく
からだを
うごかそう

成 果

授業実践

・体ほぐし
・ボール送り

・サーキットリレー

・自由活動
（荷車、竹馬、
ボール他）

ホワイトボードに掲示し
た活動の写真を手がか
りに、自分が頑張ること
を発表。

友達と仲良く遊べた場面を発表
し合い、より良い関わり方がで
きたことを振り返る。

実践１・題材名 手立て１－①

めあての設定
手立て１－② 即時評価

手立て２－②

活動の振り返り

自由活動では、荷車遊びを設定
したところ、いろいろなアイデア
を出し合って遊ぶことができた。

ぼくは、応
援を頑張り
ました。

２つをつ
なげると、
みんなで
乗れるよ。

手立て２－① 関わり合いを引き出す活動

良い関わり合いをTTで見
取り、賞賛。

譲り合いなが
らみんなで仲
良く遊べたね。

みんなで
からだを
うごかそう

もっているよさ

研究の概要

友達とより良い関わりができる児童目指す児童像

児童の実態

追いかけっこやボール投げ等、体を
動かすことが大好き
後輩には優しくしたい

たくさん褒められたい

友達との関わり方が分からない

失敗するのは怖い

みんなが怒るから私も怒る

教師や友達との関わり合いの
よさを実感し、適切な関わり方
を身に付ける。

友達と楽しく一緒に活動するた
めに必要な、具体的な関わり
方を知り、実践してみようとい
う気持ちが持てるようにする。

友達と関わることの
よさに気付く

友達とのより良い
関わり方を知る

活動を通して実感した関わり合いのよさを、
自分で振り返ったり、教師が賞賛したりする
ことで、深化させる。

手立て２－②

活動の振り返り

手立て１-②

即時評価

良い関わりができた姿を、評価、
賞賛し、児童が良い関わり方がで
きた自分に気付けるようにする。

二人組や小集団での活動の工
夫を通して、児童同士の関わり
合いを引き出す。

手立て２－①

関わり合いを
引き出す活動

み
ん
な
で

楽
し
く
で

き
た
よ
。

こ
ん
な
関
わ

り
方
、
で
き

る
と
い
い
ね
。

友達とのより良い関わり方を知る 友達と関わることのよさに気付く

より良い関わり方を賞賛し、
なかよしシールで、できた自
分に気付けるようにした。

実践してほしい関わり方を「いっしょに」「おうえん」「たすける」と言語化・視覚化して分
かりやすく提示し、児童が実践してみようとすることを自己決定できるようにする。

手立て１－①

めあての設定


